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３個の整数の公約数・公倍数・１ 

 

 ３個の異なる整数を小さい順にＡ，Ｂ，Ｃとします。Ａ×Ｂ×Ｃ＝１３８２４で，Ａ，Ｂ，Ｃの最小公倍

数が１４４のとき，次の問いに答えなさい 

 

（１）Ａ，Ｂ，Ｃの最大公約数として考えられる整数をすべて答えなさい。 

 

（２）Ａ，Ｂ，Ｃにあてはまる整数の組をすべて答えなさい。解答らんはすべて使うとはかぎりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）  

（２） 

（  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） 

（  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） 

（  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） 

（  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） （  ，  ，  ） 

最難関問題 



https://jukensansuu.org 

 

３個の整数の公約数・公倍数・１ 

（１）２，４ 

（２）（２，４８，１４４），（６，１６，１４４），（１６，１８，４８），（４，２４，１４４）， 

（８，１２，１４４），（４，４８，７２），（８，３６，４８），（１２，１６，７２）， 

（１６，２４，３６） 

 

（１）図①のように，Ａ，Ｂ，Ｃを最大公約数をＧ，連徐法でＡ，Ｂ，Ｃを最大公約数で割ってできるＡと

Ｂの商の最大公約数をＧ１，ＡとＣの商の最大公約数をＧ２，ＢとＣの商の最大公約数をＧ３とします。

ＡはＧ，Ｇ１，Ｇ２によって割られるので，連徐法の一番下の段においてＡの真下に並ぶ数は，

Ａ

Ｇ×Ｇ₁×Ｇ₂
で，Ｂ，Ｃについても同様です。最小公倍数Ｌは 

Ｇ×Ｇ１×Ｇ２×Ｇ３×
Ａ

Ｇ×Ｇ₁×Ｇ₂
×

Ｂ

Ｇ×Ｇ₁×Ｇ₃
×

Ｃ

Ｇ×Ｇ₂×Ｇ₃
なので，この式を計算をすると，

Ａ×Ｂ×Ｃ

Ｇ×Ｇ×Ｇ₁×Ｇ₂×Ｇ₃
となります。Ａ×Ｂ×Ｃ＝１３８２４，Ｌ＝

Ａ×Ｂ×Ｃ

Ｇ×Ｇ×Ｇ₁×Ｇ₂×Ｇ₃
＝１４４であ

ることから，Ｇ×Ｇ×Ｇ１×Ｇ２×Ｇ３＝１３８２４÷１４４＝９６です。 

Ｇ×Ｇは９６の約数となるような平方数なので，１×１＝１，２×２＝４，４×４＝１６のいずれか

です。ここでそれぞれの場合のＧ１×Ｇ２×Ｇ３を求めると，９６÷（１×１）＝９６， 

９６÷（２×２）＝２４，９６÷（４×４）＝６となります。Ｇ１×Ｇ２×Ｇ３は最小公倍数１４４の約

数なので，９６は不適当です。よって，Ａ，Ｂ，Ｃの最大公約数Ｇは２か４です。 

 

  図① 
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（２）最大公約数Ｇが２の場合と４の場合で分けて考えます。 

  最大公約数Ｇ＝２の場合 

   Ｇ１×Ｇ２×Ｇ３＝９６÷（２×２）＝２４となり，連徐法で表すと図②のようになります。最下段に

ならぶ３個の整数は互いに素で積が３であるため，（１，１，３）の並びかえとなります。また，Ｇ１，

Ｇ２，Ｇ３も互いに素です。よって，互いに素で積が２４の以下の整数の組である， 

（１，１，２４），（１，３，８）の並びかえとなります。 

   

  図② 

 

 

 

 

 

 

 

（１，１，２４）の場合，３と２４は互いに素ではないので，３は２４で割ってできる数です。図③

のように，（Ａ，Ｂ，Ｃ）＝（２，４８，１４４）です。 

（１，３，８）の場合，３と３は互いに素ではないので，３は３で割ってできる数です。図⑤のよう

に２通りの場合が考えられるので，小さい順に並びかえて， 

（Ａ，Ｂ，Ｃ）＝（６，１６，１４４），（１６，１８，４８）です。 

 

図③            図④ 
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  最大公約数Ｇ＝４の場合 

   Ｇ１×Ｇ２×Ｇ３＝９６÷（４×４）＝６となり，

連徐法で表すと図⑤のようになります。最下段に

ならぶ３個の整数は互いに素で積が６であるため，

（１，１，６）か（１，２，３）の並びかえとな

ります。また，Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３も互いに素ですか

ら，同様に（１，１，６）か（１，２，３）の並

びかえとなります。 

 

最下段にならぶ３個の整数とＧ１，Ｇ２，Ｇ３が（１，１，６）

の並びかえの場合，６と６は互いに素ではないので，６は６で割

ってできる数です。図⑥のように， 

（Ａ，Ｂ，Ｃ）＝（４，２４，１４４）です。 

最下段にならぶ３個の整数が（１，１，６），Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３が

（１，２，３）の並びかえの場合，６は２および３と互いに素で

はないので，６は２と３で割ってできる数です。図⑦のように， 

（Ａ，Ｂ，Ｃ）＝（８，１２，１４４）です。 

 

最下段にならぶ３個の整数が（１，２，３），Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３が（１，１，６）の並びかえの場合，

２と３は６と互いに素ではないので，２と３は６で割ってできる数です。図⑧のように， 

（Ａ，Ｂ，Ｃ）＝（４，４８，７２）です。 

最下段にならぶ３個の整数とＧ１，Ｇ２，Ｇ３が（１，２，３）の並びかえの場合，２は２で割ってで

きる数，３は３で割ってできる数です。図⑨，⑩のように，小さい順に並びかえて， 

（Ａ，Ｂ，Ｃ）＝（８，３６，４８），（１２，１６，７２），（１６，２４，３６）です。 

   図⑧           図⑨         図⑩ 

 

 

 

 

 

 

   以上より，（Ａ，Ｂ，Ｃ）＝（２，４８，１４４），（６，１６，１４４），（１６，１８，４８）， 

（４，２４，１４４），（８，１２，１４４），（４，４８，７２），（８，３６，４８）， 

（１２，１６，７２），（１６，２４，３６）です。 
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